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問題

本研究は、教員免許取得を目指す学生を対象にして、中学時代を振 り返って答えさせた

質問紙をもとに、教師のどのようなことばかけが生徒の学習意欲を高めたり、喪失させた

りするかを調べた。また、学生らとって、よい教師とはどのような教師であるか、悪い教

師とはどのような教師であるかを記述させ、現代の若者の理想とする教師像を描 くことも

目的の一つとした。それらを分析することによつて、今、教師に求められている資質や力

量がいったいどんなものなのかを解明する手がかりとしたい。

近年、学校現場では、いじめや不登校など様々な問題が大きく取 り上げられている。こ

れらの問題は、生徒の学校への不適応がもたらしている場合が非常に多い。生徒は学校生

活の中で、学業達成や進路選択の問題、友人関係など良好な人間関係形成の問題など、多

くの課題を乗 り越えていかなければならないが、これらの課題がうまく乗 り越えられない

場合、学校不適応を起こすと考えられる。そうした中で、生徒に姑する援助貝́源`として、

教師の重要性が改めて指摘されている (大野,1997)。 教師と生徒の関わりのいかんによっ

て、生徒の学校適応や学習意欲、人格形成にまで影響が及ぶことも示唆されている (浜名・

松本,1993i河 野,1988)。 本研究ではまず、大学生に中学時代の教師との関わりの経験

を尋ねることで、今、振 り返って教師をどのように捉えているかを調べた。すなわち、ど

のような孝史師が好感を持たれ、どのような教師が嫌悪感を持たれるのかの傾向を探った。

また、孝史師との関わりでいえば、特に、学習場面での教師の影響をみる必要がある。学

習場面では、教師のことばかけが生徒の学習の動機づけにどのように影響しているだろう

か。これまでの動機づけの研究では、帰属理論 (Heider,1958)や 自己効力感理論 (Bandura′

1986)、 内発的動機づけ理論 (Deci,1975)な どが注目を浴びてきた。なかでもDeciは 内

発的動機づけ理論において、外発的な動機づけが内発的動機づけへと移行されていくモデ

ルを展開しているが、その移行に重要な必要条件として、密な関係性を指摘 している。つ

まり教える狽1と 教えられる恨Jと の間に親密な人間関係が必要であることを強調 しているの

だ。本研究では、そのような視点から、教師の態度が生徒の学習の動機づけにも大きな影

響を与えると考え、では具体的に教師のどのようなことばかけが、生徒の学習動機を高め

たり、喪失させたりするかを、上記と同様に、大学生の過去の経験を尋ねることで調べた。
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大学生に過去の経験を尋ねることは、中学校時代全体を振 り返る中で、客観的に自分自身

のサとヽ情や教師の態度を評価できると考えたからである。

上記のように学生自身の経験を聞き、教師との関係を振 り返ったところで、最後に、教

員免許取得を目指している学生が、どのように理想の教師像を描いているかを調べた。す

なわち、どのような教師が「良い教師Jであり、どのような教師が「悪い教師Jであるの

かを学生自身のことばで記述させた。学生の理想の教師像を詳細にみることは、現代社会

において、教師に求められている資質や能力を知る手がかりになると考えられる。

本研究では、教師を捉える学生の生の声を詳細にみることを目的としているので、質問

は自由記述とし、全回答を資料としてまとめ、最後に添付 した。

方法

<姑象者>教員免許取得を目指す愛知県内の芸術大学の学生 77名。学年は 1年から4年。

調査は 2013年 7月 に行われた。質問紙に回答する時間は20分であった。本論は、教職を

目指す学生が、中学の学習指導を考えるために、自らの中学時代を振 り返って記入した質

問紙をもとにしている。この質問紙の記入は、教職科日である「学習心理学」の授業の一

環として実施された。

<手続き>学生らに以下の質問に答えさせた。

1.皆さんの中学時代を振り返って回容してください。

① 好きな先生はいましたか。どのような先生でしたか。

② 嫌いな先生はいましたか。どのような先生でしたか。

③ 先生に言われて、勉強にやる気の出たことばを書いてください。

④ 先生に言われて、勉強にやる気を失ったことばを書いてください。

2 あなたにとって良い先生とはどのような先生でしょうか。

3,あなたにとって悪い先生とはどのような先生でしょうか。

質問1では、過去の経験を尋ね、質問 2、 3では、教職を目指す学生が抱く良い教師像、

悪い教師像を尋ねた。

<分析の指標>

(1)質問 1の①「好きな先生J、 質問 2の「良い先生」については、複数の学生が取 り上

げて記述 している内容を分類することで 29の項目でまとめ、それに言及している学

生の呑号と人数を表 1に示 した。分析では、学生が中学時代にどのような教員に出

会い、どのような体験をしているのか、またそのような体験が、教職を目指す学生

の理想の教師像と関連しているか否かを考察した。

(2)質問 1の②「嫌いな先生」、質問 2の「悪い先生」についても、上記と同様に、複数
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の学生が取り上げている記述内容を24の項目にまとめ、それに言及している学生の

番号と人数を表2に示した。分析も上記と同様に、学生の中学時代の体験の傾向と、

現在、学生が抱いている悪い教師像の特徴を示し、関連を考察した。

(3)質問 1の③の質問については、学生の記述した教師のことばを「期待」、「励まし」、「賞

賛」、「褒美」、「学習意義」、「挑発」、「その他」に分類し、それに言及している学生

の番号と人数を表 3に示した。また、質問1の④については、学生の記述した教師

のことばを「期待」、「励まし」、「叱責」、「他との比較」、「学習の意義なし」、「否定

的な態度 (姑応)J、 「その他」に分類し、それに言及している学生の香号と人数も表

3に示した。

表 1、 2では、同じ学生が複数の項目を記述している場合は、それぞれの項目に、すべ

て学生番号を記し、学生数をカウントした。したがつて、人数は延べ人数である。表4で

は、学生の記述の文章をやや簡潔にして示した。本人の特定ができないように、個人を推

測させる記述は除いてある。

結果と考察

(1)質問l ①「好きな先生」、質問2「良い先生」について (表 1)

質問l ①「好きな先生Jでは、項目1の「授業の内容や話が面白くて、楽しく授業を

進めてくれる」先生を記述する学生が最も多く、15人いた。これらの学生は、性格的な

特1生や、授業以タトでの接し方のいかんより、授業そのものの界囲気や質の良さに言及して

いて、やはり良い教師の条件としては、良い授業ができることが重要であると認識してい

るようである。これは、2.「良い先生」においても6人が同じ項目を挙げているし、ま

た質問3「悪い先生」の記述でも、「授業がよくない、わかりにくい」教師を挙げている

学生が8人いることからも椎沢Iさ れる。

次に多かった項目としては、教師の性格を示した項目で、項目5の「優しい」先生を挙

げる学生が9人いた。また、項目7の「話しやすい、親しみやすい、接しやすいJに分類

される記述をした学生も7人おり、教師の受容的な性格や雰囲気が好まれていることがわ

かった。一方で、項目25の「悪いことは悪いときちんと教えられる」教師 (6人)や項

目4の「厳しい」孝史師 (5人 )が好かれており、優しいだけでなく、メリハリがあり、時

には厳しく接してくれる先生も人気があるようである。

3番 目に多い項目は、教師の生徒への対応について取り上げた、項目22の 「生徒 (ひ

とりひとり)を良く見ているJであった (8人 )。 この項目は、2「良い先生Jの記述で

も、最も多く取り上げられており (14人 )、 個‖生を重視する教育思想の浸透が、このよう

な回答に結びついていることが考えられる。これは、質問2「良い先生」の方の項目28「生

徒に合わせて指導できる」教師像が多くの学生に取り上げられていることからも推測でき

る (6人 )。 また、昨今、特に深刻化していると考えられている「いじめ」問題との関連
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で考えてみると、生徒ひとりひとりの様子に良く注意を払うことが教師に求められていて、

そうしたことも、これらの回答に反映していることが考えられる。教師の生徒への対応に

関連する項目としては、他にも、項目14の 「良 く声をかけてくれる」(5人 )や項目 15

の「話を良く聞いてくれる」(5人 )や項目17の「根気よく丁寧につき合ってくれる」(5

人)が挙っており、生徒のために時間を害」く教師が好まれるようである。項目15は 、質

問 2,「良い先生」の方でも、最も多 く取 り上げられており (14人 )、 理想の教師像もそ

のように描かれているようである。諸富 (2013)は 、最近の学校における問題として、孝史

師のメンタルヘルスの悪化を取 り上げ、その要因として、教師の多忙さを挙げている。そ

して、多忙さのため、生徒と接 したくてもその時間を確保することができない教師のジレ

ンマを指摘 している。本研究の結果をみると、そのような状況にあっても、多 くの教師が

生徒のために時間を害」いて対応している姿が浮かんでくる。

質問 2.「良い先生」、すなわち理想の教師像を中心に見ると、最も多いのは、項目22

の「生徒 (ひ とりひとり)を良く見ている」と項目15の「話を良く聞いてくれる」であ

り (と もに 14人ずつ)、 すでに上で考察した。したがって、次に多く取 り上げられている

ものに注目すると、項目12の 「生徒目線」に立ってくれる先生が理想の教師として掲げ

られていた (10人 )。 この項目は、質問 2の「悪い先生」 (表 2)で、項 目12の 「生徒を

見下す」先生を悪い教師像として捉える学生が多いことと (7人 )、 同じ根瀕を持つと捉

えられる。かつての教師は、生徒にも、その親たちにも絶姑的な権威者として認識されて

いたが、今日ではその権威の失墜が指摘されるようになった。その間接的な要因として、

諸富 (2013)は 、「友達親子の増加」や「親子関係の変質Jを挙げている。「友達親子」の

なかで、大人との対等な関係を家庭で学んだ子どもは、教師とも対等な関係で接するよう

になってきたことを指摘 している。本研究の結果からも、生徒の目線まで下り、親しみや

すく接する教師 (項 目7)は人気があり、理想の教師像としても取 り上げられていること

から、「友達親子」ならぬ「友達教師」の増加が今後も予想される。

(2)質問l ②「嫌いな先生」、質問3.「悪い先生」について (表 2)

まず、質問1,②「嫌いな先生Jを見てみると、最も嫌われていた教師は、項目4の「怒

る」教師と (12人 )、 項目21の「差別するJ教師である (12人 )。 「怒る」教師について

書いている学生の記述を見ると、理不尽なことで怒る教師が取り上げられている。文部科

学省による平成24年度の「教員のメンタルヘルスの現状Jを見ると、「仕事や職業生活に

おけるストレスの有無」では、教員も一般企業の労l動者も、ストレス有りと答える比率に

大きな差はないのだが (教員 676%、 一般企業労働者 61.5%)、 「仕事や職業生活における

ストレスを相談できる者の有無Jでは、「いる」と答えた教貝は、一般企業労働者よりか

なり少ない (教員 45.9%、 一般企業労働者 890%)。 特に、上司や同僚に相談できる教員は、

14.1%ほ どで、一般企業労働者の642%を 大きく下回る⑤これらの結果から、ストレスフ

118



教師のことばかけによる学習意欲の向上あるいは喪失 1

ルな毎日の中で、上司や同僚に相談することもできず、依軍奮闘する教師の姿が浮かび上

がってくる。こうした状況から、ちょっとした生徒の行動に簡単に刺激され、強い怒 りと

して表現されることも考えられよう。

項目21の「差別するJ教師に関しては、質問3「悪い先生Jで も2番 目に多 くの学生

が悪い教師像として挙げているが (11人 )、 これは最近の傾向ではなく、かつてから嫌わ

れる教師のイメージとして定着 していると考えられる。

質問3「悪い先生」では、項目14の 「自分の価値観 (意見)を押 し付ける」教師を挙

げた学生が最も多かった (15人 )。 これは、質問 2の「良い先生」のところでも論 じたが、

大人との対等な関係のなかで成長してきた学生は、自分の意見や考えが尊重されることを

当然のこととして学んできていると考えられるので、生徒の価値観を尊重できない教師は

悪い教師としてみなされるのであろう。

(3)質 問1.③やる気の出たことば、④やる気を失ったことば

③「やる気の出たことば」で最も多かった項目は、「賞賛」であった (9人 )。 この項目

の学生の記述をみると、教師に努力している自分を認めてもらえたことの喜びが良く表れ

ている (S10,S21,S53,S64,S68)。 ただがむしゃらに褒めるのではなく、日々の生徒の努

力を認めることが、生徒のやる気につながるようである。

次に多かったのは「励まし」であった(7人 )。 その中には、根拠を示すような励まし(S6&

前回のテストに言及 ,S6&見通しを提示)や、自分のことをよくわかっていて「できる」

と保証されているように感じられる励ましが挙げられていた (S20,S47)。 一方で、④や

る気を失ったことばでも、「励まし」を挙げている学生が4人いた。中でもS8、 S28、 S40

は、自分の努力を認めてもらえないと受け取っているようである。「やる気の出ることば」

の「賞賛」や「励まし」でも述べたが、やはり自分のことを「良く見ている (わかってい

る)教員」によることばかけが、生徒のやる気を引き出すことができると言えよう。この

ことは、問題でも述べたように、生徒と教師との人間関係の密度が、学習意欲と関連して

いることを示していると考えられる。

③「やる気の出たことば」で、3番 目に多かったのは「挑発Jであった (5人 )。 中で

もS30、 S44、 は、教師に理不尽なことを言われて発奮したと推測される。S72、 S73、 S76

は「できない」と決めつけられたことへの反発を窺わせる。

また、③「やる気の出たことば」の中には、教員が「学習意義」を述べたことでやる気

が出たと記述した学生が4人いた。学習することによって、′と、の成長や豊かさにつながる

と説いたこと (S16,S42,S70)、 また学習自体の面白さを強調したことが (S75)、 内発的

動機づけを高めたと考えられる。

一方、④「やる気を失ったことば」では、「否定的な態度 (対応)」 が最も多かった (9

人)。 その中には、「決めつけ」と受け取られることばを挙げた学生が6人いた (S12,S20,
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S30,S43,S60,S64)。 特に、S20は「人格否定」と受け取られることばを挙げてお り、教

師からの理不尽なことばが,中学卒業後 3年以上経ても、強く′と、に残っていることが窺わ

れる。

また、④「やる気を失ったことば」では、学習の意義が感じられない (「学習の意義なし」)

ことばかけを挙げた学生が4人いた。中でもS45、 S63、 S71は 何のためにその学習をす

るのかが示されず、ただ言われたことだけをやっていればよい、と受け取られることばか

けを挙げていた。上述の「やる気の出たことば」においても、学習意義を提示することの

重要性が示唆されたが、ここでもそれを裏付ける結果が提示されたと考えられる。

表1.質問1.①と質問2に対する回答の項目とそれを記述した学生の番号および合計人数

l ①好きな先生 2 畠い牛 牛 と1衣項目
番号

項 目

学 生 番 号 人碁笠 単 ■ 番 暑 人数

辰業が面白い,楽しい
Sll,S21,S24,S28,S30,S31,S32,S33,
S48 S49 S60 S61 S62 S71 S72 15 S41,S47 S49 S50 S62 S71

うす〕ヽりやすしヽ S21 S61 S18 S67
メ:,ハ リちヽ″i承 Su.S58 S7 S9
腐◆I夕 い S12 S41 S43 873 S73

優しい
S4,S9,S17,S19,S26,S40,S49,S54,
S64 S16.S48

明 るい Sll S43 S59 S64 Sl(,,S43.S67

話しやすい、親しみやすい,接しやすい
Sa S昴O S51 RSS S57 R50(ヽ∩6

S10,S20,S42,S48,S50,S53,S57,S60,
S64

勇■言 が ふ ス 10 S51

Sl
ユーモアがュ也じる S12 S39 S48 354 S76

11 適 切 な どL離暴 S39 S35,S36.S49

12 生徒目線 S10 S18
S10,S13,S29,S47
S75 S77

S56,S73,S74,
10

13 写 め て (九 る Z,S20.S23.S47 S21 S46 S49
14 止(言葬ホ I十て てカ ス 14 S45 S51 S56 S71 S45 S54

15
口古(意見

'を

艮く聞 いてくオじる、

(親身 に )相 談 にの ってくれ る S23 S31 S50 S60 S66
S9,S13,S15,S23,S24,S33,S47,S48,
S62. S64.S65 S67 S70 S71 14

16 情 靴 弁くれ る S8 S56
17 相 気 水 ((T堅 に ,つ き合 う (数 牙て (″と S45 S58 S62 S65 S67 S45
18 年 径 に 対 す 承む 悟 や 黒 い 弁感 lL承 S12
19 年 午 (の S祥 ム う芥止(I里 a2す承 13.S40 S9 S14 S31 S34 S38 S45 S60 S69

S46 S77
生 征 と一 緒 に 考 える S2,Sll,S25,S73

22 生徒 (ひ とりひとり)を 良く見ている S8 S16 S39 S43 S45 S51 S56 SS5
S8,S17,S18,S20,S25,S29,S37,S39,
S40 S43 S44 S50 S64 S72 14

23 弄 卿It´ 茂 い (平 写 〕 S5 S58
24 年 作 弁 助 |十る 16 S3

25
悪いこと(間 違つていること)は悪いと教
える S20 S43 S27 S49 S65 S76 S2 S40 S49 S70

26 目王 牲 (考え ,テ阜 菖 す る S4,S10,Sll,S30.S27,S43 S61
27 S20 S44
28 生 紆 に 合 わ せ て 指 運 す る S21 S39 S64 S72 S74

29 記入なし
S6,S7.S15,S18,S25,S34,S35,S36,
S38 S42 S52 S55 S74 S77 14 S52 S66
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表2.質問1.②と質問3に対する回答の項目とそれを記述した学生の番号および合計人数

表3.質問1.①と④に対する回答の項目とそれを記述した学生の番号および合計人数

1の 蝶 いな牛 生 3黒 い井 生 と1丈目
号

項
番

学 ■ 番 暑 人 約 出早 牛 番 号 人 新

項 目

S17 S18 S21S男 6 Sク 9 ミ41 R47 ミ74莫がよくない、わかりにくい S56
′フ]｀ (蒸 層 、言 動 )が 変 わ りや す い S64 S3 S39

層0[´い、怖い S26 S28

すごに (止 (、 理 不 尺 にう終 る

Sl,S3,S19,S24,S30,S37.S45,S49,
S51 S54 SSO S67

12 Sl,S6,S10,S19,S45,S57,S72,

S3 Slク  Sク ″ S24 S46 S12 S13 S48 S49
Rク 1 ミn4 ミ昂7 SSR

S60 S61 SSa S64し,lな子目導をしない
禦 血 敦 日巾 S6 S76
黎 鳴 つた り、厩 L的 烹 蔵 鷹 S15 S49

10 ノ(つ 当たりする S20 S64 S65
11 ユーモアのセシスがない S37 S62
12 牛 紆 弁 見下 す S24 S37 S8 S40 S44 S51 S55 S71 S73

S15S20S75 S2 S10 S18 S50

14
白 /Л` の 1而 イ商を甲宿争目 Ⅲ井相 I´付 |十 ス (ミ 74

S3.S8,Sll,S13,S16,S23,S24,S25,
S31 S39 S50 S54 S58 S50 S74

15

16015 生 徒 を け な丁

16 生徒に固′しヽア)｀ ない S43 S63 S66
17 生 征 に卸‖オt割‖れ しい (不適 切 な Iil呂ヒ厩 ) S73 S3 S36
18 生 任 (の 気 持 ち )弁 チ早Mして い な い S36 S37 S19S22S28S34S38
19 数 目 に な りた くな か った S16 S29

イ六罰、黒言 S14 S37 S62 S70 Sl S14 S42 S62 SG7 S68 S70 S76

21 ■Hすス
S2,S5,S7,S9,S10,S12,S24,S33,S43.
ミ昂ク ミ∩

`Ⅲ

 ミ77
12 S2,S23,S33,S39,S46,S49,S64,S65,

S67 S69 S77
11

くヽク馬 くミ5∩
Sl,S91 Sll,S20,S31,S36,S37,S56.
SSa S64 S6馬

11
22

生徒弁よく見ていない(一 面的に見る)

23 やる気がない

24
記入なし

S4,S13,S17,S18,S23,S31,S35,S38,
S41 S42 S47 S50 S55 S58 S61 S72

16 S35,S43,S52,S66,S75,S35,S43,S52,
S66 S75

10

やる気の出たこと士1( 1(4)

IR日 字 生 警 号

行 S17S23S57

励束し

S9,Sll)S20,S47.S60,S63.
S65 励まし S9 S28 S40 S77

営 替

S10,S21)S26,S43,S53,S58,
RS4 S6R S71 Πイ音 S10 S14 S23

峯 14 Sク 7 11者ルの 上に巨笠` S49
学 習 言 霊 友 1タ S45 S62 SG3 S71

否†左能ド_F(対庶う
S12,S16,S20,S29,S30,
ミ4R 代5R くヽ60 くヽ∩4挑発 S30 S44 S72 S73 S76

日程 提 不 S8 S36 そのl也 (S3Z,,S65,S,0
子の 4“ Sl S29 S39
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表 4 全学生の回答

学生番号 l①好きな先生 可②
'兼

いな先生
1(4)や る気の出た

こと|ギ

Sl

人間味のあるがさつな先生。
芯の通っている先生。

理不尽な怒り方をする先生。
筋が通つていない先生。

I勉強できるのは今のうち
だけ。」

S2
妥 争FTの 先 生 で、ほめ るだ けでな

く、意見や思つたことなど、作品
の 指 導をしてくれ たハ

自分のお気に入りの生徒をつく
り、授業やテストの点数について
差別していた先生。

な し

S3

口古しや 丁 い 先 生 。 人間 的 におか しい 。常 識 ない 先

生。ヒステリック。
な し

S4
優 しい格 や か な異 術 の 先 生 。 な し

S5
EEに 対 しても同 じよつに子妾してく

れ る先 生 ぃ

生 従 によつて悪 反 が 違 う元 生 。 な し

S6
な し 暑 舌 しい烈 血 先 生 。 な し

S7

な し ひいきする先生。お員に入りの
子には甘かつたり、お土産を
買つてきて、あからさまに態度に
出ていた。

な し

S8

元肇な先生。生征のことをよく見
ていて、進路の相談だったり、一
人一人のことで情報を収集してく
れたり、いじめに発展しそうなと
きも、上手く対処してくれた。

生徒をわざと懇らせ

をする先生。
I一 日―ヘーンやれば、い
つか完壁になる。」

S9

罠価の元生で、1ゆ るい」懸しで
はあつたんヾ、めりはりがある先
生。優しくて、結構適当な人。

生徒によつて対思を変える先
生。

Iがんばれ。」

S10

烈血で、生徒の目線で接してく
れる先生。合唱コンクールの練
習で一緒に歌つてくれた。

少し気日又つた元生で、含唱コン
クールの練習で、歌の指導はせ
ず、指揮者の指導ばかりしてい
た。

艮くがんばつているね。」

Sl l

首祭の元生。投票がおもしろく、
明るい先生だった。

国語の先生。段業中よく属てい
たので、日をつけられていた。′Jヽ
さいことで注意されたり、成績を
厳しくつけられた。

母から聞いたが、「志望校
に受かるから大丈夫だ。」と
先生が言つてくれた。それ
を聞いてやる気が出た。

S12
厭しくても生任のことを思つてく
れているのがわかる先生。冗談
が通じる先生ぃ

人逼に外れたことを平気でいう
先生。女子には優しく、男子の相
手をしない先生。

な し

S13

国 語 の 先 生 。上 か ら 日線 で 1ま な

く、生徒の気持ちを考えてくれ
た。

πょ
‐
し な し
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l ⑤やる気を失くした
こと|ず

2良 い先生とは 3悪 い先生とは

な し 教師であると同時に一人の人間
であることを見せてくれる。
筋の通つた先生。妹われ役も
買つてくれる先生。

逃不尽なことで恐る先生。
生徒のことを知ろうとせず、同り
の意見や見た目で物をいう先
生。簡単に人の傷つくことをいう

先生。

な し 生 征 に 、艮 い 思 い とは つき り言 つ

てくれ、一緒に考えてくれる。
喬 気 に 人 りをつ くり、工 徒 を差 別

したり、生徒の意見に対して、
ちゃんと答えてくれない先生。

な し さりげなく生徒のアシストができ
る先生。叱るのがうまい人。客観
的に物事を判断し、生徒にうまく
説明できる先生。

人 との 距 島tの測 り方 が へ た 。日

己中心な先生。
すく̀に感情的になる。
自分の意見を押し付ける。

目分9)やろつとしていることを合
定せずに、背中を押してくれる先
生。

努力を認めてくれない先生。

な し 生筏としつかり同き合おうとする
先生。

生 徒 と同き合 わ ない先 生 。

な し ′ヽレンタインデーにチョコをもら
えるような先生ハ

授 業 で悪 る先 生 。

な し ちゃんとしなければならないとこ
ろで、ちゃんと出来る人。メリハリ
や切り替えがちやんとできる先
生。

自分 だ けの 先 生 。

な し 〒見野がFムくて、生征をよく見て行
動に移す先生。

⊆征を1よ ,0｀にしているよつアて卜元
生。押し付けがましい先生。

1もつとア,｀ ん Iよ イし。」 一緒に勉強などをやつてくれる。
メリハリがある。いつぱい話してく
れる。厳しすぎず、優しすぎず。
相手の気持ちがわかる先生。

相手のことをわかろうとせす、決
めつける先生。しっかり向き合つ
てくれない先生。

先 生 ではなく親 だ が 、1なん

でこんな計算もできない
の。」

生徒の目線にたつてくれる先
生。自主性を尊重してくれる先
生。親しげな先生。良く笑う先
生。毎日楽しそうな先生。

必要以上に悉る先生。思情的に
怒る先生。話を聞いてくれない
先生。強制ばかりの先生。生徒
の立場を考えることすらしない。
やる気が明らかにない。生徒が
妹いなのかと思わせるような先

国語の政栗 Iよ 元生の間越
だけでなく、授業としてもつ

まらなかつたのでやる気が
出なかった。

生便と一楕に有えてくイじる。目分
の考えを押し付けない。信頼関
係がある。

生徒を一つの国からしか見らイし
ない先生。悪いところしかみな
い。考えを押し付けてくる。

I君の顧く檎には意味がな
い。」

生征の反長を望んでいること
が、行動や態度からわかる先
生。

人としてためな人。

な し 上から日線でそ兵なく、生徒の口古
をちゃんと聞いてくれる先生。生
徒で態度を変えない。

l早そつな態度で、削ア
'｀

い元⊆。
人の悪いところばかりあげる。自
分の意見を押し付けて、生徒の
意見を聞かないぅ

123



名古屋芸術大学研究紀要第 35巻 (2014)

学生番号 l①好きな先生 l②嫌いな先生
l ⑭やる気の出た

ことば

S14
病気のとこを気遣つて、何かと
「がんばってるな。」と言つてくれ
た。

I布ム、あ な た の こと双fき じやな

い。」と平気で言える先生。

I一回100点とつたら、昼お
ごつてやる。」

S15 な し 話を聞かす、いつも怒R弓る先
生、

感 し

S16
常 に生 従 に気をくIよ り、何 か悩

んでいると、生徒に寄り添い、助
けてくれる先生がいた。

1給料をもらつているから、いや
いやお前たちに教えているん
だ。」と言つた先生がいた。

1敦養 Iよ ′bの種 で 、桁 押 を

を成長させる。」

S17
優 しくて 、l甲 の 艮 か つた 先 生 。 な し 点す女がよかつたときに、先

生に見直されて、次も期待
されたとき。

S18

なし 感 し な し

S19 ⊆ 便 に 対 して優 しか つた 元 生 。 1可 か 夭 収 丁 るとす ごく貢 め てき

た年 生 ^

な し

S20

長 い こと I:え
イ浸 め て くイしる け ど 、思

いときは本気で叱ってくれる先
生。自分のことよりも、生徒のこ
とを一番に考えてくれた。友達感
覚で仲が良かった。

目分の思う起りに行かないと、
機妹が悪くなり、八つ当たりをし
てくる先生。変な目で見てくる先
生。

くわかつてい
る先生に、「お前はやれば
できる。できないことは絶対
にない。」と言われたとき。
自分のことを知らない人に
言われてもやる気はでな
い 。

S2¬

高もしろくて、秋え万ん`イ)か りや
すい先生。

恐り万が原みつほい。 目分でも目1言を持つていた
ことを褒めてもらったとき。

S22

表術の先生。中学時代、美術の
楽しさを教えてくれ、自分の美術
のセンスを引き出してくれた。

′J▼碩八年生の子H仕。目分の
作品を駄作と言われ、捨てられ
た。

は し

S23
要 術 の 先 生 。艮く長 め てくれ た。

保険の先生。なんでも話を聞い
てくれた.

アて卜し IやイLほできるじやないです
か。これんヽらもっとよくなる
と思いますよ。J

S24

生 便 の た め に 尽 くして くれ る元

生。授業も楽しかつた。
上から日線で生従を見下し、
ちよつと歯向かうとすぐに怒りだ
した先生。好きl兼いが激しくて、
嫌いな生徒はいじめをする人
だった。

なし

S25

な し 魁 重 向でしか 空E従を見 ない 。 な し
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2良 い先生とは 3悪 い先生とは
l ⑤やる気を失くした

こと|ず

人 の 気 持 ちを考 えず 、揚 つくとこ

をいう先生。
「お前たるんでるな。もつと
やる気だせよ。」

良く理解してくれる先生。」

目分 の 考 えが 上 しいと不 気 で

黒 っている人 ^

なし 生徒の話を親身になつて聞いて

くれる先生。

視野
的で 生徒を成長させてくれる。

が 区 く、思 慮

'栞

く、優 しく、矢日 目分 の考 えを騨 し付 けてくる人 。「美術はやる意味がない。」

な し 生4た の本質を見子灰く先生。 授業が分かりにくい先生。

な し 展業がわかりやすい。
生徒ひとりひとりみてくれる。

授業の教え方が反を越えて下手
な先生。
生徒のいうことに耳を1頃 けてくれ
ない。

生徒 の ことを考 えている元 生 。 生徒のことを考えてくれない先
生ぃヒステリックな先生命

な し

艮い技票を丁るたけでなく、工便

を大切にし、一人一人の性格や

特徴を分かつた上で差別せず、
T寧に教えてくれる先生。個性
を生かせるように指導できる先
生。最1氏ラインはひきながらも、
フレンドリー先生。

て見ぬ振りする先生。
ぐ心の折れる先生。

見
す

お同lら はなにをやつても無

駄や。何の為に生まれてき
たの ?」

生徒ひとりひとりの個性や記刀
に合わせて指導してくれる先生。
分からない問題を教えてくれると
いうより、どう考えたらいいのか
など、勉強の仕方に関わる部分
を教えてくれる先生。叱るばかり
でなく,裏め上手な先生。

生徒を無視し、一方的に授業を
進める。教え方に工夫がなく、考
える熱意を感じない先生。

な し

な し 先生といつても一人の人間たか
ら、人としての生き方をしつかり
身につけていて、常に子どもの

見本、手本だということを忘れず
に意識できる先生。

人間味のない先生。無神経で、
人生何となくで通つてきた人。人
の気持ちや痛みを理解できない
人。

Iこ の 日l叡 えた の にな ん で

できないの。」
詰 を聞 いて、親 身 になつてくイじる

先 生 。

決めつけてくる先生。

好きな生徒とばかり話す先生。

目分の1山 1百L観を碑し1寸 け、生徒
たちの考えを頭ごなしに否定し、
さらに自分の考えが一番正しい
とおごっている先生。

目分 に 1よ 関 1糸 ないとT日融 を

斯 られ た 。

生徒を第一に考え、生任の話を

聞き、受け入れてくれる先生。

な し 勉強以外のことでも、生従と関
わり、一人一人の得意、不得意
を把握して、一緒に考えていけ
る先生。

剋歯のことしかロイ)「て卜
‐
い、碑し1寸

けてくる先生。
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学生番号 l ①好きな先生 l ②l兼いな先生
l ④やる気の出た

ことば

S26

1憂しい先生。 怖い先生。 クラスで高得点をとると、発
表してくれる先生がいて、そ
のためにがんばれた。良い
点をとると返却の時にほめ
てくれる先生。

S27

丁長栗Iよちやんとしているが、杯み
時間に一緒に進んでくれる先生
がいた。人として大事なことを教
えてくれた。

な し Iこ れ が終 わ つた 人 か ら遁

んでいいぞ。」

S28 得 回 枝 栗 の 晴 の に向 日い口古をし

てくれ る井 生 ^

厭 しい 先 生 。 なし

S29

なし。いじめを覚けていたとき、
助けてくれるよりも、腫れ物に触
るがごとくの対応をされたから。

円甲点のせいか、滑り上めの高
校を強く勧め、受けたい高校が

あるのに応援してくれなかった先
生。その後、自分の希望した高
校に入学できたが、同窓会でそ
の先生会つたとき無視された。
教員という仕事は大変な仕事だ
が、同時に小さい人間にならな
いぞと決心した。

艮いとこは艮い、悪いこと
悪いと教えてもらえた。

S30

罠 打Tの 先 生 。目 田 な 技 栗 が 回 日

かつた。
埋科の先生が貝年剰でイライラ
していた。でもたまにやさしかっ

た。

I次のテストで悪かつたら、
お前の席はない。」と言わ
れたとき。嫌な言葉だけど、
やる気がでた。

S31

いしの1こ あつたとき、とても烈′しヽ
に相談に乗つてくれ守つてくれた
先生がいた。他の先生とは違う
ナゾの授業をする先生も個性的
で好き。

感 し ア
(卜

‐
し

S32

国語の先生。授業がおもしろく、
ハキハキ、さつばりした先生だっ
た。チョイ悪なところも好きだつ
た。

K、 回 1llく ざい 元 生 か い

た 。

部店の融間が、1こんな強
いテームだったとは思わな
かつた。」と言つてくれてや
る気がでた。

S33

理科の先生で、とてもかわいらし
い人だった。先生の好きなゾウリ
ムシの話をしてくれて、おもしろ
かった。

えこひいき丁う元生。3写生のと
き、内申をのために先生に皆、
媚を売つていた。自分も先生とい
るときは自分を偽つて接するの
でとても窮屈でストレスが溜まつ
た。

′
(卜

‐
し

S34

な し 部渚の副願問。生征を叱る瞭に

'兼

みを言つているように聞こえる
先生だった。

な し

S35 感 し な し アて卜し

S36

感 し 生徒のことを理解しているようで
していない先生。

央話の,1又を見えると言イつ
れたとき。必死に覚えたお
かげで英語の基礎が覚え
られた。
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l 15ノ`やる気を矢くした
ことば

2良い先生とは 3悪 い先生とは

な し 良いことでも、悪いことでも、本
当に思つたことを教えてくれる先
生。

教え方 が 下 手 な先 生 。

Iこ の謀 超 が 終 つた ら、次 は

この課題ね。」
生徒の意見を耳重したうえで、
先生としての大人の意見もくれ

る先生。

生従と関わろうとしない先生。休
み時間は生徒と関わらず、自分
のことしか目を向けられない先
生。

|やればできる。」 わからない。話が納得できる。 子 どもの ことを考 えていない 。

じヽめられているとき、1お

前にも悪いとこがあるん
じゃないの。」と突き放され
た。

生便の日線を持ち、合足しない
先生。アンテナを上手に張つて、
クラスのことを見ることが出来る
先生。

なぜ教員になつたかと思える先
生。仕方なく教員をやつていると
いう先生。授業が良くなく、教科
書通り。まず否定から入る。

Iイ)からないのほ魁彊して
いない証拠。」

目分かしてあげ0工場ではなく、
あくまで生徒のことを補助する立
場だと認識して行動できる先生。
裏方で動いて、生徒の成功を喜
べる先生。

⊆ 征 に 理 想 の 子 とも塚 を来 の る

先生。生徒は一人一人人格が
あつて、独立した人間と思わない
先生。

なし 王徒の気持ろをイ)力 つ`てのげら
れる先生。勉強も大事だけど、
最初は生徒との関わりが大切。

自分 の 意 見 しか 言 わ ない 。授 業

が主観的。

兄に|お 月lは 頭が艮いの

に、妹は全然できない。」と

言われたとき。

先 生 の ため に 1可 か したい と思 え

る人

1可も見 えてない人 。

な し 王使のp高を親身になつて同い (!

くれる先生。生徒を絶対見捨て
ない先生。

ひいきする先生。嫌いだからと
,兼がらせをする先生。妹なことが
あるなら正直に叱ったり、話し
合つたりすべき。

な し 看い人のほ見がわかる先生。生
徒の気持ちを考えながら展開で
きる。

生徒の丸吾ろが19からない、19
かろうとしない先生。クラスの生
徒全員が分かつていると思い込
んで授業を進める先生。

な し きちんとしたF三離思で話してくれ
る先生。

な し

次 は剰 行 している零 の 言

葉

生任の特徴をつかんでいる先
生。先生とフレンドリーにしたい

子とは1中 良く、関わりを持ちたく
ない子には距離を保つ先生。

熙飲に生徒とのI恒離を編め伸艮
くなろうとする先生。周りが見え
ていない。
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学生番号 ¬①好きな先生 可②嫌いな先生
l④やる気の出た

こと|ギ

S37

美術の先生で、他の教科の成イ貢
や態度とは関係なく作品の評価
をしてくれた。

注意する際に極端にキレる先
生。ューモアのセンスもないの
につまらない冗談を言つたり、生
徒に自分の思つたことを押し付
けがましく言うだけで、生徒の気
持ちや本質は理解していない。
見せしめのために地面にたたき
落とされトラウマになつた。

なし

S38 な し な し な し

S39

怒つて出勤簿でたたかれたこと

もあるが、受け身で生徒のことを
よく見ていた先生。無口だけどノ

リツッこみも上手く、いい距離感
で皆から好かれていた。

に入つているよう
だつたが、期待が重すぎた先
生。その先生の教科の成績は壊
滅的だつた。

亦点をとつたとき、恐嶋るで
も慰めるでもなく諭すように
「反省して、分析しなさい。」
と言われたこと。

S40

首 集 の 元 工 。侵 しくて 、子 どもの

気持ちをよくわかつてくれた。
ての把の元生。改栗に沿つア‐証
験をせず、成績を落とされて、勉
学にやる気を失つた。コンプレッ
クスを植え付けられた。

な し

S41

部活の顧間の先生を耳敬してい
た。音楽の面だけでなく、生活面
でも厳しく指導された。先生の機
味に左右されたときもあつたが、
とても頑張つた中学時代というも
のを残してくれた。

な し 甲写 時 代 、犯 霞 にや る弐 が

出たことがなか った。

S42 な し な し Iやつた分だけ,反つてくる。」

S43

不当の身円かのよつに、いけな
いことはだめと怒鳴りながらも教
えてくれた先生。生徒のことを良
く見ていて、通知表にも生活面
の良いところがたくさん書かれて
いた。いつも明るく、母親のよう
な先生

生征に兼関心な先生。目分の投
業の成績がいい子に重点的に

教えて、悪い子はほつたらかし。

表術には関1系のない先生
に絵を疾めてもらえて、そ
の先生の授業にもやる気
が出た。

S44

工征のことを一育に有えている
先生。学級通信をマメに出して、
生徒と関わろうとしていた。

やる気がからまイ,つている元
生。教室で浮いていた。

Iお同lらなんか、どれだけ
やつても成果は出ない」と
言われて、むかついてたく
さん勉強してやつた。

S45

少し喬せつかいで、段栗で言葉
が詰まつたりする国語の先生。生
徒のことを良く見て考え、話しか
けてくれるところが好きだつた。
質問にも丁寧に答えてくれた。
卒業式の日に、写真と生徒一人
一人に合つた漢字とそれを説明
する手紙を渡してくれた。

1里4ヽ尽な愁り万を丁る先生。愁
る生徒も決めつけていた。

な し
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3悪 い先生とは
l 15)や る気を失くした

ことば
2良い先生とは

自己中、表面しか見られない先
生。知ったからミリ。

なし 生徒の本質をきちんと見分けら

れる先生。その努力をする先

生。

生徒の気持ちがわからない、わ
かろうとlンない井生 ^

なし 生征の気持ちをわかつてあげら

れる先生。

なし 自分の感悟や気分、損得で愁つ
たり褒めたりしない。生徒に考え
させる機会を与える先生。生徒
のことを一番に考える先生。生

徒のいいところを分かつている
先生。生徒を良く知っていて、態
度は変えないけど、生徒に合わ
せて対応を変えられる先生。

目分の考えを碑し何げる元生。

自分が正しいと思つている。正論

を武器にする人。誰が見ても分
かるえこひいき。生徒によつて態
度を変える先生。自分の感情で

言うことがコロコロ変わる先生。
否定的な人。

Iきみの部みんながん Iよ つ

ている。」自分のがんばり

や努力を認めてもらえてな
い気がした。

生徒の良い部分をみつけ、のば
してくれる先生。悪いところがあ
れば、直すように教えてくれる先
生。叱るときは体罰は与えず、
感情を表に出さない先生。

勉 強 が できない生 征 を 1ま か にし

たり、悪い方へと落としていく先
生。

授業がおもしろい先生。 段 菜 が おもしろくない先 生 。時 間

を守らない先生。
アE々 やる気がでなかつた。

生 従 をや る員 にさせ 、子妻しや 丁

い 人 ^

暴言や暴力をふる人。な し

FEにでも明るく子蛋して、生徒のこ
とをよく見ている先生。生徒の自
主性を伸ばしてくれる。

なし君 の レベ ル でこの高 校 は

難しい。」と親の前でいわ
れ、親にも「なさけない子。」
と言われた。やる気もすべ

て失せた。

教えてやつているという態度の

先生。言われないと出来ないと
思つている先生。

な し 生任のことを一誉に考える元

生。生徒のことを良く見てアドバ

イスできる、生徒に近い先生。

とりあえず授業だけでも間

きな。」

生 徒 の ことを考 え、戸 をか けて、

丁寧に接してくれる先生。
埋不尽に愁る元生。生徒に少し
恐怖感を与えた方が良いと思つ
ている先生。変なところで好感度
をあげようと優しくしてくる先生。
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学生番号 l ①好きな先生 l②嫌いな先生
1(4)やる気の出た

ことlf

S46
受験のときに言つてくれた一言
が励みになつた先生。

英語の先生で、発音できないこ
とを、実いながら指摘され、何度
も言わされた。

なし

S47
昔 杖 Iよ慢 しいが 、口とるときは Πと

る先 生 。

な し I石な らで きる。」

S48

体百の先生で、ノリがよく、冗談
を言つても面白く返してくれた。
雑談が面白かつた。その先生の
雑談をクラスのみんなが聞きた
がった。

夭兄則に厭し丁ぎる先生。告に用快
装のチェックが厳しく、いろいろと
服装の規則をつくつて、煩わしく
思った。

な し

S49

一年の副手日仕の先生の投票が
わかりやすく、いけない事もちゃ
んと教えてくれた。優しかつた。

よく愁る先生。入字して最初の授
業で恐怖を味わつた。今思え
ば、私が一方的に苦手意識を
持っていただけで、悪い先生は
なかつたように思う。

な し

S50

とて も親 しく、目分 の 意 見 を聞 い

てくれる先生。
な し な し

S51

生任に近い仔狂で気楽に詰せる
先生。共通の趣味を持つていい
て、すれ違うと声をかけてくれた
り、見ていてくれているという安
心感が嬉しかった。

堅物で、すぐ懇る先生。いつもび
くびくしていた。

な し

S52
な し 英 語 の 先 生 で 、目分 の 気 に入 つ

た生徒の話しか聞かず、差別を
していた先生ぃ

な し

S53
皆に

好かれていた。3年間めんどうを
見てくれた。

有 え の 百 く、工貞回 な 叡
~子

の 元

生。自分が数学が妹いだつたこ
ともある。

ノートをとてもわかりやす
く、まとめてあると言われ、
もっときれいにノートをとり
たい、とやる気がでた。

S54

音楽 の 先 生 。優 しくて、ユー モア

のある先生。
丁 ぐな る元 工 。 な し

S55

感 し な し な し
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教師のことばかけによる学習意欲の向上あるいは喪失 1

1(5)や る気を矢くした
ことば

2良い先生とは 3悪 い先生とは

なし がんばったときは褒めてくれる先
生。視野の広い人。個性や良い
ところを見つけられる人。

やる気のない人。一部の人のこ
としか見ていない人。めんどうな
ことは拒絶する人。

なし 生徒の目線で親身になつて話し
てくれ、授業がおもしろい先生。

授業ア〕`わかりにくく、分かりにく
い授業を改善しようとしない先
生

な し 生征と心、れあつてくれる先生。質
のいい授業をする先生でも、質
問は後にして、とか授業が終
わつたらすぐ帰つてしまう先生は
尊敬できない。授業後ゆつくり話
を聞いてくれたり、生徒と雑談す
るような、優しくて、親しみが持て
る先生。

埋 不 尽 な 元 生 。

他のクラスの平均点は

もつと高かつた。」と比べら
れたので、やる気がなくなつ
た。

授業がわかりやすく、興味を持つ
てもらえる授業展開をする先生。
生徒との上手な距離感を保ちな
がら、マナーや教養を身につけ
させていけるような教師。悪いこ
とは叱り、上手く出来たらちゃん
と褒められる。

人としてどうなんだろうと思う先
生。ひいきをしすぎたり、無駄に
生徒を威圧する先生。

な し それぞれの教科の面白さを伝え
られる話ができる先生。生徒の
意見を出せるようにして、あくま
で脇役として教えてくれる先生。
授業以外の場でも生徒を見てい
て、相談しやすい先生。

生徒の理解度を考えす段業を進
め、一方通行で行つてしまう先
生。生徒の意見を言う場をつくら
ず、考えを押し付ける授業をす
る。生徒と問わろうとせず、生徒
の相談にも乗らない先生。

な し 生徒と元全Eの 関1糸を分かつたつ
えで、気さくで情熱的で涙もろく

て、人間味のある先生。

生徒を1｀馬たBにした悪度で、早
門性もなく、熱意やプライドに欠
ける先生。

な し な し な し

悪い漁をとつても、なにも言
われず返されたとき、やる
気を失つた。

生 徒 と上

の取れる先生。心を開きやす
い。堅い人よりやわらかい人の
方が話しかけられやすい。怒る
先生より少しゆるい先生。

年のいつている先生。音の考え
で、生徒の考えを別のものと考

えている。

な し 生徒のために一生懸命教えてく

れる先生。どんな生徒にも話し

かける。

目分の愚獅を愁嶋るように言う
人。自分の考えがすべて正しい
と生徒に押し付ける。「アホ、バ
カ」と軽々しく使う。ただ一つを正
しいと思わせたり、日本人はとに
かく悪いと話す先生。

目分 と同 し日千票Iこ た つて叡 え て く

れる先生。

上から目線の先生で、訳も分か
らないところで怒る。うるさい。自
分は生徒より偉いと考えている
ような態度を取る先生。

な し
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学生番号 l ①好きな先生 l②嫌いな先生
l④ やる気の出た

ことば

S56

先生のおかけで、その教科が好
きになつた。一人一人の生徒を
良く見てくれているのがわかつ
た。変に敬語を使わず、友達感
覚で何でも質問することが出来
たし、先生のいうことは素直に受
け入れることができた。授業時
間以外でも、できるだけいろいる
な生徒と話すようにしていた。

一人で話して、授業を理解でき

ない先生。他のクラスに対する

競争意識がつよく、同りばかり気
にして、自分のクラスのことをき
ちんと見ていない先生。

な し

S57
フレンドリーで生4疋とのIH離が逸
くて、親しみやすい先生。

言 票 が きつく、原 み の ような話 し

方の先生。

Iもつと艮い点数とれそうな
のに。」

S58

矢[融の豊目なのりはりのある天
術の先生。怒るときはバシッとい
うが生徒が反省するとにつこりす
る。人によつて態度を変えず、生
徒に丁寧に接していた。

な し |あ アて卜
‐
たはこれが得恵なの

ね。」

S59

つ`も央つ (!いる元二。フレント

リーでいつも目立つ服を着てい
た。

喧I華したときに、元生か兼埋矢
理相手に謝らせ、その時に事情
聴取のようなことをやり、メモにと
られたのが実験のようで嫌だつ
た。

な し

S60

授業をおもしろおかしくしてくれる

先生。休み時間なども話してくれ
たりした。

常に怒つている先生。生徒に対
して、好き嫌いがあつた。

|また 情 同 Iよあ る。とりあ え

ずやつてみろ。」

S61

数 字 の 先 生 で、段 業 が 分 か りや

すく、楽しい。
な し な し

S62

・叡 写 同 週

'〕

つ`
'〕

ら`丁 、1回 別 に

教えてくれた先生。
・よく学校を休み、「学校、面白く
ね―」と言つていた先生で、とて
も好きだつた。よく生徒の頭をな
ぜていた。余談ばかりしていた
ので授業が面白かった。

~子
穣の附まり1こ 、1石たろを空し

ている。」と言われ、初めて会つ
たのにどうして愛せるのかと思つ
た。でも、その後、体罰みたいな
ことをしだして、生徒にスクワット
や正座、忘れ物をしたら、額にマ
ジックでパツを書いたりした先生
がいた。

な し

S63

いつもイ百題を提出しない私に呆
れつつも、家に電話したりしてく
れた先生。当時は妹いだつた
が、今は感謝している。

目王性をRめ るためと言つて、
生徒にあまり近づかない先生。
受験の話もしにくい上に、何かと
「大文夫」と繰り返す先生を信用
できなかつた。

先生に同lのテストよかつた
から、今回も頑張つてね、
等言われたとき、やる気が
出た。
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教師のことばかけによる学習意欲の向上あるいは喪失 1

l ③やる気を失くした
こと|ず

2良 い先生とは 3悪 い先生とは

なし ひとりひとり えてい

て、無理に先生だからと思わな
い先生。生徒と同じ目線で物事
を考えてくれて、生徒にいろいろ
な道を提示してくれ、たくさんの
選択R支をくれる先生。自分の考
えを押し付けるのではなく、考え
ることのきっかけをつくつて、あと
は見守つてくれるような先生。

目先のことばかりに目がいつて、
生徒のこれからのことをあまり考
えず、表面的にしか生徒を見て
いないような先生。

な し 生任とのI口離が近くて、反達に
近いような先生。話しやすくて、
心を開きやすいハ

患いところIまかり見つけて、愁る

先生。

なし 人として専敬できる先生。 授業にやる気のない先生。はじ
めから一人授業。自分の考えを
おしつけてくる先生。叱る時に根
拠がしつかりしていない先生。

な し 生徒と向き合つてくれる先生。お
前はこうだからだめなんだといわ
れても、ちゃんとなぜだめなの
か、どうしたら良いのかを教えて
くれる先生。もちろん自分で考え
ることも大切だが、人の意見から
学ぶことも必要。

先生の型に生従を熙逃矢理は
めようとする先生。生徒の意思
より自分の考えを優先させる
人。実わない人。

1時 間 が ないか ら無 理 。」 生徒の気持ちを考えてあIずられ

る先生。友達みたいな先生。

生徒をけなす先生。いい加減過
ぎる先生。生徒の前で精神的に
弱い顔を見せる。受験時にこれ
をやられると、生徒側も不安にな
る。

な し ほどよく適当で、クラス行零とか

をクラスの生徒に考え、運営させ

るような、「生徒に考えさせる」先
生。

注意のできない先生。段菜中の
おしやべりを注意できない先生
はだめ。

双 フ リ(骨 日 1釈司00同 (プ)

数学プリント)」 という単語を
きくだけでやる気がなくなつ
た。

しよつろゆ91不む元二たつた刀`、
余談が面白くて、弱い立場でも
のをみて、話をよく聞いてくれる
先生。

体罰がひどい先生。目分がな
い。ユーモアがない。魅力がな
い 。

1赤 点 しやな け れ Iよい い よ。

暗記すればできるよ」
生促に関′しヽをもち、子妥しようとし
てくれる先生。自分に興味を持つ

てくれる人というのは嬉しい。

生 従 の ことをよく見 て い な い 元

生。叱れない、強く注意の出来
ない先生。子受業の進行に影響が
出る。
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学生番号 l①好きな先生 l ②l兼いな先生
1(4Dやる気の出た

ことば

S64

担任の先生。いつも明るくて、優
しく、みんなのお母さんみたいな
先生。ぐれずに悪い方へ行くの
を止めてくれ、勉強に向かうこと
んヾできた。

部活の先生。体力をつければい
いという考えが妹いだった。機妹
の悪いときは生徒にあたつてスト
レスを発散する。試合に使えるこ
とをしたいと言つたら、レギュラー
から外された。気分屋の先生が
l兼いだった。

「頑張つてるのも、人一倍努
力しているのも知つてるか
らね。」

S65

担任の先生。些細なことでもクラ
スの変化があると気にかけ、お
母さん的な存在の先生。はっき
りした性格で、間違つていること
ははつきり言つてくれ、分からな
いことは何でも教えてくれた。

元室王義9)元 生。フE堅ごを生征
にも押し付けてくる。

叡写の先生に1今ちやんと
わかるようになれば、その
後もわかるようになるよ。」
と言われ、粘り強く1間 を解
くことに必死になつた後、他
の問題が簡単に思えて、先
生の言つたとおりだと実感
できたら、他にもどんどん解
こうという意欲が出た。

S66

担任の先生。常に生徒のために
何かしていた。生徒の近くにいる
存在で、心がゆるせる先生。何
にでも興味があり、すぐに実行
に移す。何でもこなせてスキが
ない。何に対しても相談に乗つて
くれた。

⊆往に関
`い

のない元生。道酷で
迷っていても、いいアドッヾイスが
もらえず、他の先生に任せつきり
の先生。

先生がイ,かる預で秋えてく
れたこと。違う教科でも、真
剣になつて教えてくれた。

S67

表 術 の 先 生 で、わ か らないところ

があると丁寧に教えてくれた。
駅

~子
(プ)元 fE。 な ると切 に 当たつ

ていた 。

な し

S68

国 語 の 元 工 で 封∫店 の 邑J服間 。
~分

囲気が好きだつた。
顆 丁イしことをした ときに 、な か な

か終わらず、「要領が悪いわ
ね。」と言われて、気にしていた
ことだつたので、その先生が夕兼い
になつた。

|たんだん灰績が上がって

るよ。ねヾんばってるよ。」親
にはあまり褒めてもらえな
かつたので、先生に褒めら
れると嬉しかった。

S69

頭がやわらかく、頭ごなしに怒ら
ない先生。

政票甲に関係ない口古をして、そ
れを聞かないと怒る先生。給食
に力を入れていて、気に入らな
いことがあると、給食をおあずけ
にした。

な し

S70

目分 の 子 どもの よ

うに相手をしてくれる先生。
自分の思い通りにいかないと手
を上げる先生。言つていることと
やっていることが矛盾していた。

1辺頭しよつかしまいが目分
次第だけど、勉強するやつ
は人間的に豊かになる。」

S71

Iよ 剖よきした埋科の先⊆で、科
学の実験を身近なことに例えて
説明してくれた。授業中にプライ
ベートなことを持ち出して、楽しく
しゃべつてくれ、生徒によく話し
かけて、趣味の話で盛り上がっ
た。

駅~子の元工で、アぐ盲子「ろした。
忘れ物をした時に舌打ちをされ
て、イラッとした。

はめられるとやる気がで
た。
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1(5)や る気を失くした
こと|ず

2良い先生とは 3悪 い先生とは

「おまえじゃこれくらいが限
界だ。これ以上、上げようと
せずに、他の教科に時間を
費やせ」これ以上やっても
無駄と聞こえて、悔しくて
ショックだつた。

親身になつてくれる先生。見えな
いところまで細かく見てくれる先
生。生徒ひとりひとりを大切にし
て、先生という立場を大切にする
けれど、話しやすく、アドバイスを
くれて、支えてくれる先生。

見た日だけで判断する人。お前
は今なのだからと決めつけて、
そこから抜け出せない人。言つ
ていることが人によつて変わり、
信念を持たず、筋が通っていな
い人。悪いことをしている生徒が
いても、「そこは入れないところ
だから」と言つて、注意すること
から逃げる人。

受験 生 だか ら勉 ぢ虫して当

たり前。」すべてのやる気が
なくなつた。言われなくても
やっている !という反抗心
が強くあつた。

ちゃんと目分の考えを持つて、物
事をはつきり言つてくれる先生。
自分は中高のとき、親身になつ
て話を聞いてくれるだけでなく、
導いてくれるアドバイスを求めて
いた。

生4走 の閃向を考え丁、テストの
点数だけでだめ出しする先生。
生徒によつて態度を変えたり、白
分が疲れている時に八つ当たり
のようにイライラする先生。

なし な し なし

な し て段 葉

をする先生。えこひいきをしな
い。親身に相談にのつてくれる。
明るくて元気がある。授業では
雑談が少ない先生。分かりやす
く教えてくれる先生。

ひいきする先生。原いな生従に
冷たくする先生。暴言を言つた
り、体罰をする先生。セクハラを
する先生。

な し 妹 な 畢 を言 イ)ない (暴言 ど か り。 ひ とい 手 をい つ元 工 。

な し 工 便 の 風 将 ろ が イ)ア〕`り、口Eにで

も平等な先生。
不平等な先生。

成績に絡ませてくる言票 先生の仕事だけでなく、生徒に

親身になつてくれる先生。媚を売
らず、良いこと悪いことをはつき
り言ってくれる先生。

すぐ暴力で分からせようとする先
生。自分の利益しか考えない先
生。生徒をめんどくさそうに見る
人。

叙
~子

の 元 生 刀` 1公 式 見 える

だ けじゃん 。」と言 つた とき、

無意 味 だと思 った。

生 徒 と祟 しく子受栗 して くイじる元

生。勉強以外の話もたくさんして
くれて、アドバイスをくれる先生。

やる気のない元王。1よ刀`にア
る、態度が悪い先生。
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学生番号 l①好きな先生 l ②l兼いな先生
l⑭ やる気の出た

ことば

S72

社会の先生。面白い話を色々し
てくれて、授業が楽しかつた。

な し I次のテストは皆さん絶対
満点とれません。」と言われ
たとき。必死に勉強して、最
高得点が取れた。

S73

部活の先生で、とても厳しいけ
れど、がんばりを認めてくれた先
生。恐れずに、難しい曲もやって
みようと思つた。

あまり話したことないのに、馴れ
日‖れしい先生。

I忘里碩の受かるに互は半
分くらいかな。」

S74
な し 目分の言見を押し1寸けようとす

る先生。
なし

S75
部 店 の 服 間 の 元 生 。 生征の意見を親身にアょ

‐
つて聞い

てくれない。

I翅強 は 退 求 す るほ ど面 白

くなる。」

S76

美術の先生。おおらかでおもしろ
い人。悪いことをしたときはちゃ
んと説教もしてくれる先生だっ
た。

一年の担任。烈血で基本好きだ
けど、テンションについていけな
かった。

十人 Iま業 な 万 へ 流 イして行 く

もの。」

S77

な し 男 女 左 別 を丁 る元 工 。 石 に 1可 し。
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l③やる気を失くした
こと|ボ

2良い先生とは 3悪 い先生とは

なし 生従 の ことをよく見 て、適 切 なア

ドッヾイスができる先生。
生徒を理解していない先生。叱
るときなども理由を聞かないで、
頭ごなしな先生。

なし 生徒の立場にたって、一緒に考
えてくれる先生。上からものを言
うのは良くない。厳しくても、その
子のためを思つて行動できる先
生。

その反対 (左 口己の艮い先生の記
述の逆)。

なし 生 従 ひ とりひ とりの 1回 性 に合 わ

せてくれる先生。生徒と同じ目線
になって話井して(れる先生 ^

自分 の考 えが 正 しんだ といろい

ろ押し付けてくる先生。教え方が
黒 い先 生

^

な し 生任の工場にたつて、尭言でき
る先生。自分の考えを押し付け
ない。

な し

な し 1主尋をしつかりこアて卜
‐
丁人。不ン

ティブで、でも人の臥目な所、弱
さを分かつている人。

過度な暴力をふるう人。

覚 層天の ときに 、|がん は

れ。」という言葉にいらつい
た。

生便の日稼にアょ
‐
り、慇動を央慇

したり、性別で差別をせず、妹だ
と思う人がいても、表に出したり
せず、その人の良い所を見つけ
出し、好きになつていくことんヾ出
来る先生。

麗別丁る元生。思属のないこと
を言つて、生徒同士が喧嘩にな
るきっかけをつくるような先生。
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(4)ま とめと今後の口果題

本研究では、学生に自らの中学生時代を振 り返らせ、好きな教師と嫌いな教師について

記述させた。また、それらを踏まえ、理想の教師像や悪い教師像についても記述させた。

その結果、授業を面白く、楽しくできる教師が最も好きな教師として記憶に残っているよ

うであった。このことは、教師の力量を考えたときに、授業の展開を工夫 したり、生徒が

興味を持ちそうな事柄を研究し、授業に取 り入れることができる力が重要であることを示

唆している。また、生徒ひとりひとりをよく理解 し、生徒と親しい関係をつくることがで

きる教師も、好きな教師や良い教師として挙げられていた。生徒とよい関係をつ くるため

には、時間をかけて生徒と接 していく必要があるが、多忙な教師にとって、それは簡単な

ことではない。しかし、本研究が示 した結果は、そうした努力が生徒の印象に強 く残 り、

ひいては理想の教師像を描 く際に大きな影響を与えることを示唆した。

教師のことばかけと学習意欲の関係をみる質問からは、やはり生徒をよく理解した上で

のことばかけが最も学習意欲を高めることが示唆された。このことは、問題で論 じた、生

徒と教師の人間関係の密度が学習意欲と関係しているという説を指示する結果となった。

すなわち、生徒と教師との親密な関係性が前提となって、はじめてことばかけが有効になっ

てくることが、本研究でも示されていると考えられる。

本研究は、教職を目指す学生が、教師に求められる資質や力量をどのように考えている

かを知る貴重な
'貝

久
料を提供できたと考えている。しかし今回は、学生の回答が自由記述で

あったため数量的な分析ができず、客観的な証拠を示すことができなかった。今後は、数

量的な解析が可能な質問紙による調査を行い、科学的な根拠を示 していく必要がある。ま

た、今回は中学校時代を対象として研究を行ったが、次には高校時代を対象にすることで

比較を行い、どのような違いが現れるかを分析 したいと考えている。そうすることで、発

達的な観点からも、学生の抱 く教師像を分析することが可能だと考えられる。
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